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測定地点

通常焼却時
（9/7） 地面

状態 測定地点

通常焼却時
（9/7） 地面

状態試験焼却時
（10/26）

試験焼却時
（10/26）

常宮小学校
0.16

土 粟野南小学
校

0.13
土

0.15 0.14

赤崎小学校
0.14

土 櫛川保育園
0.13

土
0.13 0.12

松原小学校
0.17

土 櫛川会館前
0.13

土
0.17 0.13

松陵幼稚園
0.12

芝生 櫛川河川
公園

0.12
芝生

0.13 0.11
松島中央
公園

0.16
土 原ふれあい

会館
0.11

土
0.17 0.09

総合運動
公園

0.09
芝生 児童文化

センター
0.12

芝生
0.08 0.12

中央小学校
0.13

土
0.13

敦賀南小学
校

0.10
土

0.13

粟野保育園
0.15

土
0.16

和久野中央
公園

0.15
土

0.15

中郷保育園
0.14

土
0.13

　
こ
の
度
は
、
当
町
で
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物
の
試
験
焼
却
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
強
い
地
震
に

襲
わ
れ
た
当
町
で
は
、
地
震
が
引
き
起

こ
し
た
大
津
波
と
火
災
に
よ
り
、
死
者
・

行
方
不
明
者
は
１
，
３
０
０
人
を
超
え
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
に
よ
り
当
町
で
発
生
し

た
お
よ
そ
48
万
ト
ン
も
の
災
害
廃
棄
物

は
、
県
内
の
焼
却
施
設
等
で
処
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
で
の
処
理

だ
け
で
は
、
完
了
ま
で
に
長
い
時
間
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
広
域

処
理
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
福
井
県
敦
賀
市

の
皆
様
に
は
、
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ

の
検
討
、
試
験
焼
却
の
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
敦
賀

市
の
皆
様
に
は
、
復
興
後
の
新
た
な
当

町
へ
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　 

試
験
焼
却
の
実
施

　

敦
賀
市
は
10
月
26
日
、
市
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
、
災
害
廃
棄
物
の
試
験
焼
却
を
実

施
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
は
、

岩
手
県
大
槌
町
の
木
材
チ
ッ
プ
（
柱
材
や

角
材
な
ど
を
こ
ま
か
く
破
砕
し
た
も
の
）

約
３
ト
ン
で
、
市
の
通
常
可
燃
ご
み
と
混

合（
混
合
率
約
６
％
）し
て
焼
却
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
焼
却
で
排
ガ
ス
や
焼
却
灰

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
や
周
辺
の

放
射
線
量
を
測
定
し
、
安
全
を
確
認
し

ま
し
た
。

　 

試
験
焼
却
の
結
果

　

木
材
チ
ッ
プ
と
市
の
通
常
可
燃
ご
み

を
混
ぜ
た
焼
却
灰
等
の
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、

セ
メ
ン
ト
固
化
灰
（
飛
灰
を
セ
メ
ン
ト

で
固
め
た
物
）
で
５
ベ
ク
レ
ル
、
燃
え

が
ら
で
は
不
検
出
で
し
た
。

　

災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
前
の
通
常
可

燃
ご
み
を
焼
却
し
た
セ
メ
ン
ト
固
化
灰

は
３
ベ
ク
レ
ル
で
あ
り
、
岩
手
県
大
槌

町
の
木
材
チ
ッ
プ
を
混
ぜ
て
焼
却
し
て

も
、
通
常
焼
却
時
と
変
わ
ら
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
、
赤
崎
最
終
処
分
場
に
て

適
正
に
埋
立
処
理
し
ま
し
た
。

災
害
廃
棄
物
の
試
験
焼
却
を
実
施
し
ま
し
た

▲木材チップ

▼セメント固化灰

東
日
本
大
震
災  

被
災
地
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
に

岩手県大槌町の災害廃棄物仮置場（平成 24年８月）

大槌町は風光明媚な陸中海岸国立公園の
ほぼ中央に位置し、福島第一原子力発電
所から約 230 キロメートル離れています。
町内の放射線量はおおむね 0.06 ～ 0.09 毎
時マイクロシーベルトです。

災
害
廃
棄
物
っ
て
何
？

　

災
害
廃
棄
物
と
は
、
地
震
や
津
波
等
の

災
害
で
発
生
し
た
廃
棄
物
の
こ
と
で
す
。

岩
手
県
や
宮
城
県
の
沿
岸
地
域
で
は
、
大

量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
、
復
興
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
域
処
理
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　

被
災
地
の
災
害
廃
棄
物
を
迅
速
に
処
理

す
る
た
め
に
、
全
国
の
廃
棄
物
処
理
施
設

で
処
理
す
る
こ
と
で
す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、

災
害
廃
棄
物
の
早
急
な
処
理
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

飛ひ
ば
い灰
っ
て
何
？

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
等
の
た
め
、
排
ガ
ス
処
理
装
置
（
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
）
で
、
排
ガ
ス
中
の
微
粒

子
の
灰
を
吸
着
、
除
去
し
て
い
ま
す
。
除

去
し
た
微
粒
子
を
飛
灰
と
い
い
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
こ
の
飛
灰
に
移
行
す
る
の
で
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
除
去

で
き
、
大
気
中
へ
の
放
出
を
防
ぎ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
飛
灰
を
セ
メ
ン
ト
で
固

め
た
後
に
埋
立
処
分
し
て
い
ま
す
。

健
康
に
対
す
る
影
響
は
？

　

国
の
定
め
る
広
域
処
理
の
対
象
は
、
可

燃
物
の
場
合
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃

度
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
２
４
０
～

４
８
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
基
準
よ
り
も
低
い
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
可
燃
物
（
木
材
チ
ッ
プ
）
を
受
け
入
れ

の
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

可
燃
物
を
焼
却
す
る
と
、
焼
却
灰
に
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
濃
縮
さ
れ
ま
す
。
最
も

厳
し
い
条
件
で
評
価
し
て
も
、
埋
立
処
分

し
た
後
の
処
分
場
周
辺
へ
の
影
響
は
年
間

０
．
０
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
公
衆
の
年
間
線
量

限
度
で
あ
る
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回

り
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
？

　

岩
手
県
等
関
係
機
関
と
調
整
し
、
定
期

的
な
受
け
入
れ
体
制
が
整
い
ま
し
た
ら
、

平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
９
０
０
ト
ン

（
日
量
約
４
ト
ン
、
混
合
率
約
４
％
、
週

５
日
焼
却
）
の
災
害
廃
棄
物
の
本
格
処
理

を
実
施
致
し
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

～
大
槌
町
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

大槌町

　～災害廃棄物の広域処理～

岩手県大槌町

市役所市民ホールでご覧いただけます。

問合せ先　廃棄物対策課　☎ 22－ 8185

市の受け入れ基準
放射性セシウム濃度 100 ﾍﾞｸﾚﾙ /㎏とは ?

食品中の放射性セシウムの新基準値
食品群 基準値（ﾍﾞｸﾚﾙ /㎏）

飲料水 10
乳児用食品 50

牛乳 50
一般食品 100

国は、さらなる安全と安心のために、平成 24
年 4 月から、これまでより厳しい基準値を設
定しました。

資料：環境省

大
槌
町
長

観光名所のひとつ「蓬莱島」（震災後）

市内の放射線量率の測定結果

測定対象
通常焼却時 試験焼却時

単位
Ce134 Ce137 合計 Ce134 Ce137 合計

焼却物 不検出
（3.0）

不検出
（3.0）

不検出 3.6 6.5 10

ベクレル
／㎏

原灰（飛灰） 不検出
（2.7） 4.8 4.8 3.0 5.3 8.3

セメント
固化灰

不検出
（2.1） 3.0 3.0 2.4 2.5 4.9

燃えがら 不検出
（1.9）

不検出
（1.8） 不検出 不検出

（1.7）
不検出

（2.1） 不検出

排
ガ
ス

ろし部 不検出
（0.23）

不検出
（0.16） 不検出 不検出

（0.22）
不検出

（0.18） 不検出
ベクレル

／㎥ Nドレ
イン部

不検出
（0.59）

不検出
（0.95） 不検出 不検出

（0.93）
不検出

（0.70） 不検出

最終処分場
処理原水

不検出
（0.73）

不検出
（0.77） 不検出 不検出

（0.58）
不検出

（0.70） 不検出 ベクレル
／Ｌ

放射性セシウム濃度の測定結果

通常の廃棄物（剪定枝）災害廃棄物（木材チップ）

測定の様子

※（　）内の数値は検出限界値を表しています。 試料密度などの状
況によって、検出限界値が異なります。

※ 排ガスの「ろし部」とは、排ガス中の固体状粉じんを採取する部
分で、「ドレイン部」とは、気体状の物質を採取する部分です。

測定結果の詳細は市ホームページをご覧ください。

単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ / 時

その他の測定結果（試験焼却時の排ガス中の濃度）
　▶ダイオキシン類　3.9ng-TEQ/㎥Ｎ（排出基準は５）
　▶アスベスト　不検出（排出基準は定められていません）


